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４

寛

一

巧

晒

規

定

に

よ

Ｏ

治

聰

賞

埴

叶

画

ｉ

症

作

虚

す

る

と

書

は
、

当

黎

拍

口

真

加

甘

画

■

切

内

容

及

ぴ

こ

加

に

従

ｏ

て

拍
〕

壱

行

う

こ

と

に

つ

い

τ
、

浩

ｏ

口

任

匿

師

と

た

看

ぺ

岩
宕

匝

同

竈

崔

得

な

吋

れ

ほ

な
筍

な

い
．

ヨ

泊

與
肥

使

口

崔

し

よ

う

と

す

昔

者

は
、

桂

＾
杷

晶

の

品

■
，

有

勃

性

政

芯

安

全

性

１＝

囲

す

后
箏

項

そ

の

他

の

治

■

崔

竈

正

忙

行

う

た

曲

忙
■

雲

な

仙

靱

走

知

コ

た

と

岩

嘩

曲

！
に

応

じ
，

当

政

拍

ｍ

臭

茄

計

画

■

を

或

皿

し

な

け
れ

ぼ

邊

昌

な

い
，

こ

肥

曼

呈

お

い

て

は
、

前

項

切

規
定

圭

箏

用

す

る
．

＾
泊
じ
ｕ
，

聾

豆
●
〕

口

＾

鶉

泊

口

切

伎

尋

し

よ

う

と

す

昌

音

は
，

第

正

条

に

規

定

す

る

固

饒

に

よ

ｏ

行

ら
れ

た

竈

料

並

ぴ

に

披

じ

欄

器

切

品

，
，

有

勃

性

及
口

安

全

性

に

田

す

る

杣

稻

に

廿

膏

い

て
、

次
に

邊

げ

看

■

項

壱

田

ｏ

し

だ

拾
Ｄ

竈

邊

拐

！

ｉ

崔

作

成

し
な

け

れ
ぼ

な

ら

な

い
．

一

娃

饒

ｏ

害

切

原

抽

脚

若

又
は

■

副

田

号

＝

披

口

杣

龍

切

＾

造

及

ぴ

原

理
に

凹

す

る

■

咀

三

品
日
、

安

全

性
．

性

能

モ

の

他

切

披

じ

杣

器

に

田

す

壱
■

石

四

円

庶

武

口

が

貞

抽

冒

れ

τ

い

る

幻

合

に

あ

コ

て

直
，

モ

肥

直

聰

崩

ｏ

ヒ

田

す

る

■

項

呈

泊

凹

の

怯

口

崔

し

よ

う

と

す

暑

宕

は
，

値

饒

棚

器

切

品

，
，

右

効

性

及

む

虫

全

性

に

囲

す

る

口

項

モ

切

他

の

治

饒

を
竈

正

忙

行

う

た
由

に

■

裏

な

，

ｏ

主

知

ｏ

た

と

宕

は
、

必
蔓

に
由

じ
、

当

瞳

浩

聰

杣

器

橿

目

■

壱
故

皿

し

な

け

れ

ほ

な
一
ｂ

な

い
・

＾
覗

明

文

■

切

作

成

切

佐

獺
〕

口

九

呉

措

口

切

搭

崔

し

よ

う
と

す

る

者

は
、

拍

ｏ

口

佳

匡

師

と

苗

る

ぺ

岩

者

に

劃

し

て
、

鷺

七

十

条

覧

一

羽

田

坦

走

に

よ

り

覗

明

崔

行

う

た

由

に

用

い

ら

れ

る
文

■

＾
囲

下

，
朋

明

文

■
」

と

い

う
Ｊ

切

作

成
左

怯

竈
し

な

け
れ

ほ

油

昌

な

い
．

＾
実

莇

医

広

齪

山

の

長

へ

の

文

■

の

■

前

邊

出
〕

，

十

鶉

泊

ｕ

切

佐

螂

を

し

よ

う

と

す

君

岩

は
、

あ

ち

か

じ

項

次

に

邊

げ

君

文

■

を
臭

茄

匿

籔

拍

田

切

甚

に

把

出
し

向

肺
れ

ぼ

な
ら

症

い
、

一

治

ｏ
貞

肺

叶

画
‘
１

＾
寛

七

泉

鷺

五

壇
切

規

定
に

よ

○
改

酊
吉

れ

た

も

画

を

含

山
．
〕

二

拍

與

棚

黎

螂

雲

■

＾
鷺

八

曼

寛
＝

項

の

規

症

に

よ

○

ま

π

吉

れ

た

も

田

を
告

む

Ｊ

三

症

切

螂

告

ｏ

の

見

本

四

説

明
文
■

五

治

ｏ

口

任

匿

師

及

ぴ

治

顯

分

担

彊

師

｛
以

下

，
泊

饒

コ

佳

医

蘭

箏
」

と

い

う
．
〕
と

な

る

ぺ

き

者

の
氏

名

崔
田
竈
し
た
文
●

六

抽

口

耐

■

用
の

＾

拍

に

つ

い

て

蜆

明
し

た

文

ｉ

七

桂

■

者

の

ｏ

■

枝

■
晒

補

ｏ

に

つ

い

て

脱

目

し

た

文
■
泊

ｍ

固
缶

ｏ

崔

し

よ

う

と

す

君

者

は
、

前

項

肥

規
定

に

よ

る

文

●

切

邊

出

１＝

代

兄

て
，

鴉

五

■
で

定

出

看
と

こ

弓
に

よ

ｏ
、

当

藺

臭

枯

匿

■

把

凹

垣

｛
晒

章

詰

荏

ｏ

下

前

■

各

箏

忙

邊

げ

君
文

●

に

咀
ｏ

す
ぺ

者

■

■

壱

■

子

仙

衙

剋

理

皿
■

畳

使

月
す

る

方

硅

モ

切

他

的

柵

柵

竈

Ｏ

切

技

桐

崔

刮

用

す

る

方

法

で

畠

っ

て

次

１；

邊

げ

る

も

の

＾
以

下

こ

の

彙

に

お

い

て

一
■

硅

的

方

桂
』

と

い

う
Ｊ

に

よ

ｏ

邊

出

す

る
，
」
と

が

で

吉

君
．

，
」
の

■

合

に

由

い

τ
，

当

政

泊

＾

の

虫

ｏ

を

し

よ

う

と

す
る

者

は
、

当

眩

文

■

岳

邊

田
し

た

も
の

と

み

な
す
．

一

‘
■
子

仙

軸

処

理

組

ｏ

壱
使

用

す

君

方

法

切

う

ち

イ

又

胆

口
に

担

口
昌
も

晒

イ

拍

瞠

切

壷

ｏ

岳

し

よ

う

と

す

君

者

の

使

用

に

係

る

ｉ
子
甜

器

と
貞
茄
匿
，
軸
田

切
長
の

使
用
忙

躬
昌
■
子
叶

轟

と
崔
撞

捌
す
毛

■
見
邊
恒
回
螂

荏

邊

じ

て

送

ｏ

し
．

受
侶

者

④
使

用

に

係

昌

■

子

計

口

棚

に

■
五

昌

れ

た

フ

７

イ

ル

に

岨

量

す

る

方

法

＝

拍

聰

切

依

ｏ

崔

し

よ

う

と

す

石

者

田

佃

用

に

躬

君

■

子

甘

＾

ｏ

に

＾

え

昌

れ

た

フ
ァ

イ
ル

に

記

田

さ

れ

た

前

項

告

号

忙

邊

げ

昌

■

項
壷

■

気

■

帽

回

饒

畳

，

じ

て

崇

茄

匡

，

杣

閾

切

＾

田

目

■

に

峡

し
，

当

政

貞

施

匿
，

杣

田
の

岳

切
値

用

に

保

る

■

子

酎

■

ｏ

に

ｏ

え

昌

れ

た

ワ

ァ

イ

ル

に

同

葭

告
号

に

邊

げ

石

■

坦

荏

咀

缶

す

昌

方

法

＾
■

酷

的

方
法

に
よ

君

文

■

の

把

出

荏

呈

け

る

目

晒

茸
諾

文

時

皇

吋

な

い

旨

の

申

出

を

す

る

■

合

に

あ

コ

τ
は
，

治

聰

の

也

，

左

し

よ

う

と

す

る

岩

の
値

用

に

係

看

■

手

甘

口

邊

に

ｏ
え
・自
れ

た

ヲ

ァ

イ
ル

に

モ

の

目

を

寵
国
す
君
カ

達

榿

曇

ア

イ

ヌ

ク
，

シ

ー

・

デ

イ

ー

．

ロ

ム

モ

的

他

こ
れ

昌

に

｝
ず

る

方

誌

に

よ

〇

一

定

切

■
壇

崔

砧

箕

に

祀

籏

し

て

培

く

こ

と

が

で

宕

る
勒

在

も

つ

て

ｏ

黎

す

る

フ

ァ
イ

ル

に
前

■

各

号
に

捌
げ

る

■

項

壷

旧

倶

Ｌ

た

も

の

崔

交

侍
す

君

方

桂

前

項

に

把

げ

る

方

桂

肚
、

崇

晒

厘

ｏ

蘭

凹

の

｛

胡

フ

ァ

イ
ル

ヘ

団

記

伺

吉

出

カ

す

る
一」
と

に

よ

る

■

宿

を

作

曲

す

葦

」
と

が

で

宕

石

も

④

で

な

け

れ

ぼ

な
．ｂ

な
４

第
一
一
項

覧

一

丹

切

，
■

子

ｏ

謂

処

理
祖

ｏ
」

と

は
、

拾

団

田

佐

蠣

吉

し

よ

う

と

す

邑

音

切
使

用

に

偲

石

■

子

甘

＾

竈

と
、

臭

茄

医
竈

軸

田

の

＾

の

使

用

に

係

る

■

子

計

＾

ｏ

と

吉

■

気

ｏ
侶

固

螂

で

拮

卸

し

た

■

子

仙

靱

処

理

相

ｏ

壷

い

う
．

；

泊

９
皿

佐

蠣

を

し

よ

う

と

す

る

者

は
，

第

二

項

切

規

定

１＝

よ

Ｏ

螂

一

珂

各

号

に

邊

げ

る

文
●

壱

提
出

し

よ
．
コ

と

す

る

と

岩

は
、

由

ら

か

じ

由
、

当
該

臭

施

医
＾

杣

田

晒

＾

に

対

し
，

そ

の

月

い

苔
次

１；

宥

る

■

甜

的

方

法

の

竈

鶉

及

む

内

容

を

示
し
，

■

面

又

は

■

商

的

方

睦

に

よ

巷

章
拮

崔

得
荘

け
れ

ぱ

疸

昌

な

い
．

一

蠣

＝

項

各

号

に

堪

定

す

昌

カ

法

垣

う

も

拍

饒

晒
佐

靹

｛
し

よ

う

と

す

君

者

胡

使

用

す

る

も

の

一
一

フ

ァ

イ

ル

ヘ

ｏ

岨

昂

切

カ

式

筍

前

項

の

規

定

に

よ

る

景

拮

崔
得

た

拍

與

晒

佐

臼

崔

し

よ

う

と

す

る

盲

喧
，

当

咳

皇

荊

医

竈

ｏ

田

の

丑

か

昌

■

面

五

は

■

噛
的

カ

接

に
よ

ｏ

■

瞠

的

方

法

に

よ

看

邊

知

壷

呈

け
な

い

旨
価

申

出

が

あ

コ

た

と

昔

胆
．

当

薗

貞

施

医

讐

ｏ

山

切

１

に

蛆

し
、

鶉

一

■

告

号

に

担

け
る

文

・

切

邊

由

を

■

虚

的

方

法

ヒ

よ

つ

て

し

て

は

桂

昌

な

い
．

た

だ

し
、

当

瞳

簑

曲

医

ｏ

竈

田
肥

呈

が

再
ぴ

前

■
切

規

定

に

よ

る

武

諾

左

し

た

ｏ

合

喧
、

こ

晒

囲

ｏ

で

な

い
．

＾
治

聰

饒

器

田

，

舳

交

付

切

票

止
〕

，

十

；

曲

Ｄ

蜆

佐

竈

壱
し

よ

う

と

す

君

者

畦
．

治

瞠

田

望

的

が
肺

詰
さ

れ

呂

前

に
，

貞

施

踵

掘

螂

田

に

封

し

て

泊

聰
齪

聖

荏

交

付

し

て

は

な

ら

た

い
．

奏
鶉
切
曇
聾

，

十
一
一
鶉

治

堕

の

怯

Ｏ

荏

Ｌ

よ
う

と

す

る
岩

は
、

拍

政

の

依

獺

及

ぴ

管

理

に

緕
る

彙

誼

の
一

部

崔
曇

冊

す

る

ｏ

合

に

ほ
、

茨

に

揖
け

君

，

項

崔

租

ｏ

し

た

文

■

に

よ

ｏ

当

睦

量

畦

岩

と

切

萸

的

壼

蹄

詰

し

な

け

れ

ぼ

右

ら

担

一

当

藺
曇

蹄

に

係

君

黄

誼

の

ｏ

囲

二

当

政

委

暁

に

保

る

蠣

境

の
手

岨

に

，
す

る
■

項

三

前

号

の

手

ほ

に

昌

づ

き

当
瞳

曇

肺

に
係

る

薫
誼

が

竈

正

か

つ

閂
■

に

行
ｂ

れ

て
い

る

か

ど

う

か

荏

拍

ｏ

切

怯

Ｏ

壼

Ｌ

よ

う

と

す
る

者

が

砧

幌

す

る

こ

と

が

で

宕

居

目

四

当

固

聖

託

岩

に

拙

す

君

指

示

に

山
す

る

■

項

五

前

岳

切

指

示

崔

行

コ

た

ｏ

合

に

お

い

て

当
底

措

□

が

㎜

Ｕ

昌

れ

た

か

ど

う

か

壱

泊
口

の

佐
帽

症
Ｌ

よ

う

と

す

昌

音

が

竈

認

す
る

こ

と

が
で

害

君

旨

六

当

眩

量

蹄
者

が

泊

聰
晒

俵

ｏ

定

し

よ

う

と

す

る

岩

に

瑚
し

て

行

う
鶉

告

１＝

田

す

る

■

項

七

当

噛
委

畦

す

若

賞

窃

に

鴉

君

賞

十

四

条

ヒ

規

症

す

呂

拮

口

に

，

す

着

■

■

八

そ

切

他

当

薗

壷

蹄

に

係

呂

賞

誼

に

つ
い

て

避

蔓
世

■
項

治

口

切

甚

蠣

を
し

よ

う
と

す

る

者

は
．

前

項

価

規

症

に

よ

君

文

■

に

よ

石

契

的

の

蹄

借

に

代

え

て
、

第

五

項

で

定

由

る
と
一」
ろ

に

よ

ｏ
、

前

項

晒

皇

託
者

晒

箒

拮

を

得

て
、

前

ｏ

各

号

に

掲
げ

る

■

堀

岳

内

蓉
と

す

君
契

曲

を

■

子

仙

軸

蛆

理

相

蛯

崔

値

用
す

る

カ

法

そ

切

他

切

｝

輻
遍
伯
田
技
術
崔
利

用
す
る

方
法
で

弩

て
次
に
掲
げ

る

も

切

＾
以

下

こ
切

免

に
由

い

て

「
■

榿

的

方

法
」

と

い

う

Ｊ

１；
よ

Ｏ

崎

借

す

る

こ

と

が

で

き

昌
．

こ

の

Ｏ

台

に

お

い

て
、
当

眩

拍

■

面

曲

ｏ

吉

し

よ

う

と

す

君

音

は
、

当

薗

文

■

に

よ

君

與

的

崔

詰

詰

し

た

も

耐

と

尭

な
す
、

一

■

子

仙

｝

処

理

祖

●

崔

値

用
す

看

方

桂
の

う

ち
イ

又

は

０

１＝

邊

げ

昌

も

価

一
一

治

口

価

佳

蠣

崔

し

よ

う

と

す
る

者

切

使

用

に

保

る

■

子
叶

；
竈

と

量

睨
音

の

使

用

に

係

君

■

子

計

■

竈
と

崔

拍

杣
す

る

■

気

ｏ

信

回

棚

崔

遍

じ

て

差

垣

し
、

モ

れ

｛
れ

田

佳

用

１＝

係

石

■

子
計

Ｏ

櫨

に

○

え

昌

れ

た

フ

ァ

イ
ル

に

旧
缶

す

昌

方
法

措

凹

の

使

ｏ

壱

し

よ

う

と

す

る

音

の
使

用

に

係

る

■

手

甘

■

饒

に

仙
え

ら

れ

た

ヲ

ァ

イ

ル

に

配

田

さ

れ

た

前

巧

告
号

に

掲
け

君

■

巧

を

■

気

鶉

侶

回

患

を

珂
ｕ

て

里

託

者

匝

田

ｏ

に

僕

し
、

当

噛

受

蹄

岩

面

使

用

に

蜆

る

■

子

叶

＾

饒

に

ｏ

え
．ｂ

れ

た

フ

ァ

イ

ル

に

同

項

各

号

に

掲

げ

る

箏

項
荏

嗣
呂

す

畳

カ

桂

＾
■

窟

的

方

睦

に

よ

君

契

抽

切
哺

結

壷

行

う

冒

肥

景

踊
又

暗

行
方

な

い

目
価

申

出

崔

す

右

ｏ

台

に

由

っ

て
は
、

拍

じ
肥

怯

籟

崔

し

よ

う

と

す

る

者

肥

使

用

に

保

君

ｏ

手

甘

ｏ

邊

に

■

え
．』
れ

た

フ

ァ

ィ
ル

に

モ

切

冒

崔

記

罰

す

る

方

法
〕

薗

気

チ

ィ

ス

ク
、

・
ソ

ー

・

チ

ィ

ー

・

ロ

ム

モ

の

他

＝
れ

ら

に

革

ず

石

方

法

１＝

よ

〇

一

定

切
箏

項

定
砧

貞

１＝
肥
籔
し
て
主
く
こ
と
が
で

吉
る
鞠

壱
も

毛

霞

す

る

フ
フ

イ

ル

に

舳

項

各
号

に

把
げ

君

■

項

を

田

晶

し

た

も

の

音

交
付

す

君

方
法

前

■

に

掲
げ

看
方

法

は
，

次

に

担
げ

る

技

摘

的

■

印

に

迫

台

す

る
も

の

で

な

け

れ
ぱ

屯

昌

な

い
．

一

治

ｏ

の

佐

靹

を

し

よ

う

と

す

る

者

及

ぴ

畳

詳

者

卸

フ

ァ

イ

ル

ヘ

切

咀

田

崔

出

力

す

る
，
」
と

に
よ

る

■

面

崔

作

成

す

る
，
」
と

が

で

岩

看

も

の
で

あ

着

こ
と
．

一
一

ヲ

ァ

イ

ル

に

田
蜆

宮

れ

た

文

■

に

岨

齪

す
ぺ

昔

■

項

忙

つ

い

て
、

政

賓
が

行
わ

れ

て

い

な

い

か

ど
．
コ
か

崔

竈

閲

す

看

一
と

が

で

音

る

拙

■

吉

”

じ

て

い

る

こ

と

■

第

＝

項

第

言

の

「
ｉ

手

佃

軸

剋

理
蛆

螢

と

は
，

治

饒

由

硅

蠣

壱

し

よ
・

呈

す

る

岩

の

使

用

に

保
る

■

子

甘

■

螂

と
、

曼

話

者

の

使

月
に

採

邑

■

手

叶

■

蜷

と

崔

■

気

竈

但

回
触

で

措

触

し

た

■

子

仙

柵

処

理

粗

邊

を

い



号外第 ６０ 号官水 曜日平成 １７ 年 ３ 月 ２ ３ 目

；

拍

ｏ
田

桂
箏

崔

し

よ

う

と

す

石

音

喧
、

境
一
一
項
の

規

定

に

よ

ｏ

蠣
一

項

各

号
忙

担

け

る

■

巧

崔

内

巷

と

す

る

契

的
崔

肺

舳
し

よ

う
と

す

君

と

吉

は
、

あ

ら

か

じ

め
、

当

哉

受

脱

宕

１＝
拙

Ｌ
、

そ

の

月

い

る

次

忙

担

げ

る

■

箇

的

カ

法

励

竈

鶉

及

む

内

巷

崔

示

し
，

■

面

反

は

■

甜

的

方

監

に

よ

る

意

曙

を
打

な

け
れ

ぱ

な

昌

な

い
．

一

籔

＝

項
各

号

に
規

定

す

る

カ

桂

晒

う

ち

拾

聰

田

僅

○

崔

し

よ

う

と

す

る

者

が

瞳

月

す

君

も

の

ニ

フ

ァ

イ

ル

ヘ

の

嘔

日

切

方
式

６

前

項

田

規

定

ヒ

よ

畳

武

曙

崔

得

た

浩

Ｄ

の

抵

ｏ

吉

し

よ

う

と

す

る

讐

は
、

受

託

岩

か

昌

●

面

又

は

■

醍

的

方

桂

に

よ

ｏ

■

邊

的

方

法

に

よ

る
莚

胸

崔

端

拮

し

な

い

冒

固

申

出

が

畠

「

走

と

宕

は
．

受

託

者

１＝

対

し
、

螂

一

項

各

｛

忙

把

げ

君

■

ｏ

崔

内

魯

と

す

る

望

軸

固

捕

桔

崔
●
－

租

的

カ

桂

ヒ

よ

ｏ

て

し

τ

ほ

な

昌

な

い
．

た

だ

し
、

受

蜆

吉

が

再

ぴ

舳

羽

切

規

定

に

よ

る

景

語

崔

し

た

ｏ

台

は
、

こ

の

限

ｏ

で

な

い
．

＾
治

與

の

望

拘
〕

，

十
一一
藁

拍

與

の

硅

ｏ

崔

し

よ

う

と

す

る

者

及
ぴ

臭

施

厘

竈
棚

田

＾
前
集

回

規

定

に

よ

ｏ

薫

詣

切

一
部

崔

曇

詫

す

看
ｏ

合

に

あ

コ

て

は
、

浩

戌

の

苗

靹

崔

し

よ

う

と
す

石

者
．

量

哺
者

及

ぴ
皇

施

匿

■

軸

田
〕

肚
、

茨

に

封

げ

る

■

ｏ

に

コ
い

て

咀
饒

し

た

文

■

に

よ

ｏ

治

與

面

雲
拘

産

請

拮

し

な

け

れ

ぼ

な

昌

な

い
．

一

硬

約

由

捕

借

し

た

年

月

日

二

泊

Ｄ

面

甚

ｏ

崔

し

よ

う
と

す

看

者

田

氏

毛

亜

ぴ

住

所
三

前

集

切

規

定

に

よ

ｏ

崇

窃

の

一

部

を

撞

冊

す

昌

月

合

に

あ

っ

て

ほ
、

受

睨

者

の

氏

培
、

住

所

及

ぴ

当

鼓

曇
冊
し
た
莞
詣
田
ｏ
囲

四

臭
埴
葭

嚢

出
の
名
甜

璃
ひ

所
在
地

五六七八九十士
契
的
担
当
音
の
氏
名

及
ぴ
口

培

泊

饒

■

佳

匿

師

等

切

氏

名

及

ぴ

ｏ

者

拍
Ｄ

の
期
冊

目
ｏ

と
す

る

桔

口

看

邊

浩
聰

ｏ

聖
田

竈

理

に

田

す

る

■

項

旧
‘

＾
チ

ー

タ

崔
含

軸
、
〕
の

票

右

に

凹
す

召

■

項

こ

切

右

令

切
規

定

に

よ

ｏ

拍

じ

佳

竈

岩

及

ぴ

真

施

民

竈

Ｏ

凹

１＝

従
箏

す

看

者

卸

行

う

邊

知

に

凹

す

る

■
垣

十

＝

拉

ｍ

者

の

魅

曲

田

保

全
に

田

す

る

■

蠣

十

三

拍

Ｄ

励

，

用
仁

顯

す

る
■

■

十

四

皇

加

医

臼

棚

山

が

拍
Ｏ

臭

埴

酎

目

■

崔

竈

寺

Ｌ

て

拍

與

壱

行

う

官

十

正

臭

施

匿

籔

杣

田

が

拍

螂

苗

竈

者

の

虫

曲

に

応

じ

て

常
六

十

一

集

邊

＝

巧

各

号

に

邊

げ

君

咀

屋

＾
文

■

在

含
む
．
〕
崔

田

コ

に

供

す

る

目

十
六

実

施

厘

竈

■

凹

が

こ

晒

右

令
、

浩
竈

実

莇

甘

画

■

又

は

当

咳

異

的

に

‘

反

す

る

こ

と

に

よ

ｏ

竈

正
な

拍
固

に

支

口

壱

及

ほ

し

た

と

固
出

る

■
台

＾
覧
六

十

六

集

に

規

定

す

君

■

合

崔

蛯

く
．
〕
に

は
、

拍

股

怯
ｏ

者

が

始

與

晒

與

的

壷

蠣

時

で

害

昌

旨

十

七

控

饒
宕

の

讐

広

披

吉

の

＾

ｏ

に

顯
す

る

“

項

十

八

モ

切

他

治

Ｄ

胡

ｉ

正

か

つ

円

柵

に

行

わ

れ

右
，」

と

壷

ｏ

倶
す

る

た

め

ヒ

必

蔓

な

“

０

２

前

項

切
文

■

１＝

よ

昌

契

的

に

つ

い

て

暗
、

錺

十

二

条

簑

二

項

か

昌
簑

六

■

自

で

の

規

定

崔

早

用

す

る
、

こ

切

○

合

に

畠

い

て
、

＝
抗

昌

の

規

定

中
「
前

羽

切

蛋

暁

者
」

と

あ

る

田
は
，
「
賞

莇

医

■

ｏ

田

＾
前

集

切

親

定

に

よ

ｏ

彙

鴉

切

一

罰

壷

香

畦
す

る

ｏ
合

に

あ

っ

て

ほ
、

真

加

匿

籏

杷

田

田

＾

及
ぴ

受
暁

岩
〕
＾
與

下

，
臭

砧

匿

ｏ

ｏ

田

箏

と

い

う
．
〕』

と
、
『
曼

喘

告
」

と

畠

石
の

は

『
実

施

匿

＾

軸

田

箒
」

と

齪

母

讐

え

暑
も

固

と
す

る
．

＾
埴

聰

吉

に

対

す

昌

ｏ

ｏ

拮

■
〕

口

十

四

集

泊

ｏ

価

佳

口

を
し

よ

う
と

す

昼
音

は
，

由

昌

か

じ

め
、
泊

ロ

ヒ

躰

る

桂

じ

宕

に

生

じ

た

饅

口
披

吉

＾
畳

蛙

吉

の

薫

鶉

に

よ

り

生

じ

た

も

田

崔

含

む
．
〕
田

補

■

の

た
曲

に
、

保

噴

モ

晒

曲

田

姓

！

な

拙

■

崔
ｏ

じ

て
由

か

な

け

れ

ぱ

な

昌

右

い
．

＾
借

聰

国

内

讐

哩

人
－

口

十

五

彙

本

邦

内

ー二

住

所

吉

有

し

な

い

拍

鐵

④

苗

獺

崔

し

よ

う

と

す

看

吉

は
，

浩

聰

棚

器

に

よ

君

保

仁

伽

生

上

切

危

筥

④

晃

生

叉

は

拡
⊥
＾
の

肪

止

に

必

星

な

措

■
岳

操

昌

せ

君
止

由
，

拍

Ｄ

晒

依

口

吉

し

よ

う

と

す

る

岩

１＝

代

わ

コ

て
治

Ｄ

垣

佐
蠣

症

行

う

こ

と

が

で

昔

る

者

岳
、

奉

郭

内

１；
住

所

壼
有

す

着

盲

＾
外

国

硅

人

で

本

郭

内

に

“

雅

所

崔

有

す

る

も

晒

の

当

眩

，

鴉

所

固

代

哀

岩

崔

台

ｏ
．
〕
切

う

ち

か

昌

，

任
し
、

こ

の
者

＾
以

下

『
治

聰

日

内

■

理

人
」

と

い

う
．
〕
に

浩

唖

肥
怯

ｏ

に

原

君

手

親

崔

行

わ

せ

な

け

打

ぱ

な

ら
疸

い
．

，

二

莇

自

筍

拍

＾

宙
実

抽

し

よ

う

と

す

畳

者

１＝

よ

右

治

山
切

阜

伽
ヒ

田

す

看
基

串

＾
崇

誼
手
口
■
ｏ
〕

，
十

六

箒

自

昌

拍

Ｄ

壷

真

蛯

し

よ

う

と

す

昌

吉

喧
、

拾

聰
臭

曲

計

日

．

の

作

成
、

泊

聰

杣

碍

切

口

理
、

不

具

合

仙

軸

箏

碗

岨

＾
，

嘔

ｏ

晒

俣

有

モ

晒

他

面

治

＾

の
臭

肺

の

阜

ｏ

及

ぴ

讐

雇

に

保

る

彙

誼

に

出

す

る

手

蠣
■

崔

作

成

し

な

け
れ

ほ

な

昌

左

い
．

呈

自

昌

治

ｕ

書

皇

抽

し

よ

う

と

す

る

岩

肚
，

匿
師
、

肯

料

匿

師
、

賞

剤

師
、

‘
ー

口

師
、

畦

疽

苗

射

触

技

師
，

田

焦

検

古

技

師
．

臼
京

工

学
接

±

モ

の

他

の

治

饒

切

実

拍

切

｝

＾

及
ぴ

竈

理
に

佛

る
薫

鶉

崔

行

う
，」
と

に

つ

昔

必

宴

な

＾

円

曲

封

■

差

右
す

る

者

岳

酎

保

Ｌ

危

け

れ

ほ

鉋

＾
宝

全

性

畦

聰

等

切

皇

施
〕

口

十

七

鶉

自

呂

治

饒

崔

実

抽

Ｌ

よ

う

と

す

若
宕

ほ
、

技

螂

蠣

器

切

邊

日
、

安

全

佳

頂
ぴ

性

舳
に

囲

す

君

藺

饒

モ

の

他

治

●

崔

臭

施

す

る

た

め

に

必

宴
な

固

＾

壱
撫

了

し

τ

い

な

け

れ

ぼ

な

ら

な

い
．

｛
治
瞠
雲
施
叶
日
■
〕

口
十

＾

＾

自

ら

拍

じ

吉

実

茄

Ｌ

よ

う

と

す

石
吉

は
、

次

に

竈
げ

る

■

巧

を

咀

竈

し

た

浩

＾

臭

拙

甘

面

■

吉

作

成

Ｌ

担

け
血

ほ

な

昌

な

い
．

一

自
昌

泊

聰

壱

実

舳

し

よ

う

と

す

る

者

田

氏

名

及
ぴ

□
倍

並

ぴ

忙

住

所

二

治

ｏ

田
臭

茄

切

｝
ｏ

亙

む

口

理

ヒ

保

昌

薫

監

の

一

部

崔

曇

睨
す

る

■
合

に

由

っ

て

肚
、

当

睦

曼

睨

者

㊧

氏

名
、

住

所

及
ぴ

当

肢

委

畦

に

保

る

量

鴉

切

蜆

囲

三

治

鐵

の

崇

加

に

係

君

彙
竈

切

一

部

壷

婁

畦

す

昌

壇

合

に

あ

コ
て

喧
、

当

破

量

儲
宕

田

氏

毛
、

住

所

且

ぴ

当

眩

委

睨

に

係

看

賞

誼

肥

ｏ

囲

四玉六七八九十士
簑
持
医
，
拍

”
の
宅

称
及
ぴ

所
在
地

胎

饒

㊦

目

的

拉

ｍ

＾

閨

切

恒

量

浩

聰

柵

器

坦

供

者

の

氏

名

及
ぴ

住

所

治

聰

田

方

法

被

饒

者

切

１

定

に

関

す

る

■

項

原
竈

料

の

田

■

に

凹

す

る

箏

項

田

垣

ｏ
ア
ー

タ

崔

含

む
．
〕
切

保

存

仁

顯

す

る
箏

巧
十

＝

鷺

三
十

七

集

切
掘

定

に

よ

り

治

唖

ｏ

瞠

匿

師

に

委

●

し

た
ｏ

台

に

畠

「

て

は
、

モ

晒

氏

括

及

ぴ

ｏ

名

十

三

墓
一一
十

七

集
の

規

定

に

よ

ｏ

油

Ｄ

口

蛙

香

」

会

に

審

■

し

た

む

合

に

あ

つ

τ
硅
、

＝
れ

吉

蠣

成

す

看

匡

師

又

は

ｏ

科

医
師

切

氏

名

且

ぴ

日

毛

十

四

覚

三

十

八

集

１＝

規

走

す
君

劫

＾

安

全

性

評

価

壷

■

会

崔

股

■

し

た

と

き

喧
．

そ

の

旨

自

昌

治

胆

吉

貞

施

し

よ

う

と

す

君
岩

は
，

当
眩

治

鵯

が

被

饒

岩

に

封

し

て

泊

■

伽

聖

画

勤

呆
荏

有
し

な

い

こ

と

及

ぴ

螂

七

十

集

〇

一

■

の

同

ｉ

壱
得

る

こ
と

が

困
蠣

な

宕

壼

対

ｏ

ヒ

す

君
■
』
と

が

予

邊

さ

れ

る

ｏ
合

仁

は
，

モ

の

目

及

ぴ

吹

に

拒

げ

る

■

巧

崔

拍
口

実

茄

叶

回

●
に

岨

Ｏ
Ｌ

た

け

れ

ほ

な

昌

な

い
．

一

当

咳

泊

饒

が

昂

七

十

集

鴬

一

項
の

同

竈

を

得

る
こ

と
が

困

竈
と

予

捌

さ

れ

る

岩

崔

対

自

に

し

な

け

れ

ぼ

な
昌

な
い
，
」
と

切

睨

明

一
一

当

融

拍

，

に
主

い

て
，

予

鵯

さ

れ

る

枯

＾

岩

に

掘

す

る

不

利
益

が

必

里

な

■

小

胆

震

切

も

晒

で

畠

る

こ

と

の

説

明

ヨ

自

昌

治

瞠

症
真

施

し

よ
う

と

す

る

者

は
、

当

ま

治

饒

が

覚

七

十

集

鷺
一

項

及

ぴ

萬
一
一
項

の

同

意

を

得

る

こ

と

が

囲

竈

と

予

邊
さ

れ

る

者

を

対

凸

に

し

て

い

昌

Ｏ

合

１＝

は
．

モ
画

目

及
ぴ

次

１＝
距

げ

看

■

羽

崔

治

饒

臭

施

計

目

■

に

咀

聰

し

右

け
れ

は

な
昌

症

い
。

一

当

藺

柚

ｕ
杣

聖

崩
、

生

曲

が

危

政

な

状

蛆

に

あ

る

○

籔

岩

に

拙
し

τ
，

モ
の

生
命

切

危

険

吉

回

遺

す

君

た

め

鵯

急

に

使

月

吉

抗

看

匿

■
杣

碧

と

し

て
，

黎

追

臣

売

晒

壇

画
崔

申

副

す

る

こ
と

を

予

定

し

て

い

る

も

㊤

で

由

る
，」
と

の

睨

明

＝

現

在

忙

由

吋

昌

胎
白

方

桂

で
は

技

政

音

と

註

る

ぺ

吉

宕

仁

期

し

て

十

分

な

勃

＾
加

蠣

侍

で

吉

な

い

こ

と

の

睨

明

一一一

袖

瞠

棚

暑

切

使

用

ヒ

よ

ｏ

牲

唖

吉
と

な

る

ぺ

吉

者

の

生
命

の

危

瞳

が

回

邊

で

き

る

可

能
桂

胡

十

分

に

畠

る

こ
と

田

睨

明

四

覧

三

十

八

彙

に

規

定

す

る

勃

果

蛮

全

性

評

価

曇

口

会

が

股

□

自
れ

τ

い

る

旨

４

自

ら

油

固

崔
史

施

し

よ

う

と

す

る

者

は
、

披

聰
棚

器

田

品

日
，

有

勃
性

及

ぴ

安

全

性

１；

囲

す

る

■

項
モ

田

他

の

治

饒

荏

竈

正
忙

行

う

た
出

ヒ

■

雲

な

ｏ

朝

壱
知

コ

た

と

害

は
、

必

筥
に

応

じ
，

当

睦

拍

饒

賓

拉

甘

回
ｉ

を

改

酊
Ｌ

な

け

れ

ほ

な

昌

な
い
．

＾
治
與
杣
器
垣
雲
●
〕

口

十
九

主

自

昌

泊

饒

壱
真

施

し

よ

う

と

す

る

者

は
，

覧

十

七

集

に

規

定

す

る

武

ｏ

に

よ

ｏ

何

昌
れ

た

芭

丼

並

ぴ

に

柱

聰

伽

器

切

品

貫
、

右

劫

性

及
ぴ

虫

全
性

に

眈

す

君

仙

衙

に

基
づ

い

て
、

次

に

拒

げ

る

■

項

崔

咀

竈
Ｌ

た

治

饒

杣

聖

＾

畏

●

虐

作

成

し

な

け

れ

ぼ

た

昌

な

い
．

一

技
＾
竈

閨
切
原
材
料
毛
又
肚
竈

別
配
号

＝

按

口

杣

囲

の
ｏ

造

及

ぴ

原

理

に

関

す

る

■

項

一一一

品
日
．

虫

全
性
、

性

値

モ

的

他

の

撞

與

邊

器
に

凹

す

君

■

羽

四

由

味

藺

唖

が

臭

施

圭

れ

て

い

る

ｏ

合

に

畠

ヨ

て

は
，

そ

⑰

畦

ｏ

威

ｏ

忙

田

す

る

■

巧

自

ら

措

與

崔
簑

坊

し
よ

う

と

す

昌

者

硅
，

檀

唖

蜆

閨

価

品

『

有

劫

性

及
ぴ

虫

全

性

に

田

す

る

箏

項

モ

切

他

の

拍

凹

左

亡

正

に

行

う

た

由

に

■

蔓

な

仙

報

崔

知

「

た

と

盲

は
，

必

里
ヒ

店

じ
，

当

誌

泊

聰

槌

器

拐

蔓
．
１
崔

酋

酊
し

な

け

れ

ぱ

な

ら

な

い
．

＾
睨

明

文

■

切

作

成
〕

，
二

十

鶉

自

昌

措

饒

壱

集

茄

し

よ

う

と

す

る

者

ほ
、

説

明
文

■

を

作

曲

し

む

け

れ

ぱ

な

昌

な

い
．


